
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団   №５６号 

市議団ニュース 

連 絡 先     ２０１２年 １２月２３日号 

木村奉憲22－8567、杉野 修 58－9010 

石田利春 52－7260、渡辺昌代21－9058 

◩「日本共産党久喜市議団ブログ」を開設中 

 

久
喜
市
総
合
振
興
計
画
に 

反
対
の
姿
勢
で
臨
み
ま
し
た 

 

１２
月
議
会
で
は
、
合
併
後
の
久
喜
市
と
し
て 

平
成
２５
年
度
か
ら
１０
年
間
、
市
の
「
最
上
位
」
に

あ
た
る
「
基
本
構
想
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
す
べ
て
の
計
画
や
事
業
が
、
こ
の
基
本
計
画

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
重
要
な
議
案
と
し
て
各
委
員
会
で
分
担
し

て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

      

主
要
課
題 

一
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野 

 

「
市
民
が
参
加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ 

豊
か
な
ま
ち
」 

二
、
自
然
・
環
境
分
野 

 

「
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
、
環
境
に 

や
さ
し
い
ま
ち
」 

三
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
分
野 

 

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が 

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」 

四
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野 

 

「
心
豊
か
な
人
材
を
育
み
、 

郷
土
の
歴
史
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」 

五
、
都
市
基
盤
分
野 

 

「
安
全
で
調
和
の
と
れ
た 

住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
」 

六
、
産
業
、
経
済 

 

「
地
域
の
産
業
が
元
気
で
、 

多
彩
な
企
業
が
集
積
す
る
豊
か
な
ま
ち
」 

七
、
行
財
政
分
野 

 

「
行
財
政
を
見
直
し
、
改
革
を
進
め
る
ま
ち
」 

                    

基本構想・前期計画の主な内容 

党
議
員
団
の
反
対
理
由
な
ど
〈
討
論
の
骨
子
〉 

 

「
総
合
振
興
計
画
の
基
本
計
画
」
と
同
前
期

計
画
で
は
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
理
念
の
１
つ
と
し
て
、
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
あ
り
方
と
「
意
見
・
要
望
」
を
ど
う
具
体

化
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
で

「
市
民
意
識
調
査
」
で
の
結
果
と
そ
の
具
体
化

を
さ
ら
に
図
っ
て
盛
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
，
ま
ち
づ
く
り
の
「
将
来
像
」
は
ま
さ

に
、
文
化
田
園
都
市
で
あ
り
、「
水
」
と
「
緑
」

の
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
で
す
。
し
か
し
、
産
業

系
ゾ
ー
ン
や
新
産
業
系
市
街
地
の
形
成
が
、
農

業
系
ゾ
ー
ン
や
緑
豊
か
な
田
園
都
市
づ
く
り
と

「
調
和
」
の
あ
る
発
展
と
位
置
付
け
て
い
ま
す

が
、
農
業
を
は
じ
め
、
商
工
業
の
振
興
計
画
は

き
わ
め
て
不
十
分
で
す
。 

さ
ら
に
、『
行
政
改
革
の
推
進
』
で
は
、
本
来
、

公
的
責
任
を
持
つ
行
政
に
、
経
営
手
法
を
活
用

す
る
指
定
管
理
者
制
度
の
安
易
な
導
入
を
明
記

し
て
い
ま
す
。 

                      マスタープラン 
 「都市計画マスタープラン」は、

本来、市が持つ自然や歴史、文化、

伝統を生かしたまちづくりを進

めるための「ビジョン」として決

めるものです。主な内容は 

１、産業拠点の整備 

２、道路体系の整備 

３、環境・景観の形成 

４、都市防災の構造強化策 

などですが、「土地利用」や「交

通体系のあり方」、また「防災」

の進め方、自然景観の保全策には

市民の検証作業が必要ですが予

定もされていません。 

 市民参加での「策定委員会」で

造り上げただけに「市民が納得す

る都市計画」にする必要があるで

しょう。 

 

 

 

 

 

『自助』の名で市民負担増、合併の弊害あきらか 

  開発優先で農業・商工業の振興策は不十分 

  

ま
た
、『
受
益
と
負
担
の
適
正
化
・
公
平
化
』

の
名
に
よ
る
行
政
改
革
で
は
、
む
し
ろ
、
新
た

な
市
民
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
生
み

出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

『
社
会
保
障
制
度
の
充
実
』
の
分
野
で
は 

「
国
保
の
滞
納
額
圧
縮
」
や
『
医
療
費
の
適
正

化
』『
財
政
基
盤
の
強
化
』
な
ど
を
盛
り
込
み
、 

む
し
ろ
市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
施
策
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、『
市
民
の
安
心
安
全
の
分
野
』
で
は
、

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
へ
の
対

策
や
、
大
地
震
に
よ
る
液
状
化
予
防
対
策
な
ど

へ
の
施
策
は
全
く
不
十
分
で
す
。 

武
力
攻
撃
が
予
想
さ
れ
る
事
態
も
含
め
、
自

治
体
や
市
民
を
強
制
的
に
巻
き
込
む
「
国
民
保

護
法
」
に
基
づ
く
、
国
民
保
護
計
画
を
盛
り
込

ん
で
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。 

「
基
本
構
想
」
全
体
を
通
し
て
、
ま
た
市
民
の

目
線
か
ら
も
将
来
へ
の
展
望
が
持
て
る
計
画

と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

 

収
穫
の
よ
ろ
こ
び 

http://www.asahi-net.or.jp/~fa6t-kns/fp1-2.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般質問や質疑で明らかにしたこと 
            （渡辺、杉野両議員は次号で掲載の予定です） 

政党助成法の廃止を求める意見書 

政党助成法は１９９５年から実施された。当初は「政

党の政治活動の健全な発達の促進を図る」ことを目的と

し、それまでの企業や団体からの献金は受け取らずに国

民の税金で活動費を賄うことにしたものである。本年１

０月までに日本共産党を除く各政党に交付されてきた

金額の総額は、５，５５５億円に上る。しかし、同時に

以下のような問題点が指摘されている。 

１．自らが支持をしていない政党への事実上の強制献

金になっている。 

２．納税している在日外国人や、未成年者は参政権が

ないにも関わらず政党への資金を強制負担するこ

とになっている。 

３．交付金を目的に政党の離合集散が起こる。 

４．使途についての制限がないので税金の支払いや、

いわゆる飲み食いにまで使われてきた。 

５．政党が自立せず、税金依存体質になってきている。 

６．交付金が余っても国庫にはほとんど返納されてい

ない。などである。 

現在は、１１党の政党に対し３２０億円が交付される

といわれている。昨年の３．１１東日本大震災と原発事

故に苦しんでいる被災者や、長引く不況で経営も暮らし

も立ち行かなくなっている国民をよそに交付金を受け

取り、蓄財さえしている。また、交付金を受け取る一方

で、企業・団体からの献金も受け取る政党、議員もおり、

法の趣旨がないがしろにされている。 

 以上のことをふまえ、国に対し次のことを強く求める

ものである。 

 １．政党助成法を廃止すること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出

する。 

          久 喜 市 議 会  

                                        
内 閣 総 理 大 臣 
            あて 
総 務 大 臣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政党助成法の廃止を求める 
意見書を提出しました 

 

問 

最
近
の
雇
用
情
勢
を
ど
う
認
識

し
、
市
内
の
リ
ス
ト
ラ
や
派
遣
切

り
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。 

答 
内
閣
府
の
月
例
経
済
報
告
で
は

雇
用
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
改

善
の
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。
県
で

も
有
効
求
人
倍
率
が
低
下
し
、

０
・
５
９
倍
。
市
内
の
リ
ス
ト
ラ

な
ど
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。 

問 

以
前
に
も
２
度
市
内
の
工
業
団

地
の
雇
用
調
査
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
、
市
長
か
ら
の
雇
用
確
保
の
要

望
書
ま
で
送
っ
た
。
再
調
査
す
べ

き
だ
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
中
小
地
域
企
業
経
済

振
興
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き

だ
。 

                     

問 

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
は

３
党
合
意
の
も
と
に
関
連
法
案

と
と
も
に
成
立
さ
せ
た
が
、
と

く
に
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
７
０
歳
以
上
の
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
を
現
行
の
１

割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に
す
る

案
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

る
患
者
負
担
増
と
受
診
抑
制
へ

の
危
険
性
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。
関
係
審
議
会
で
も
懸
念

の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

答 

安
定
的
な
制
度
運
営
の
た
め

の
議
論
が
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。 

受
診
抑
制
に
つ
な
が
る
大
き
な

影
響
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。 

                   

南
栗
橋
液
状
化
被
害
、 

 
 
 
 
 

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を 

問 

固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免
を
継
続
す
べ
き 

答 

平
成
２５
年
度
以
降
の
減
免
に
つ
い
て
は
税
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
な
い
が
、
国
の
被

害
認
定
基
準
に
基
づ
き
評
価
す
る
。
例
え
ば
、
家

屋
の
場
合
で
全
壊
は
残
価
率
２５%

程
度
と
な
る
。 

問 

久
喜
市
の
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
制
度
の
適

用
を
受
け
た
が
限
度
額
１
０
０
万
円
に
達
し
て

い
な
い
世
帯
に
は
今
後
地
盤
改
良
な
ど
補
修
を

行
っ
た
場
合
、
支
援
の
対
象
と
す
べ
き
。
期
限
も

延
長
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。 

答 

残
額
を
支
援
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
申
請

期
限
に
つ
い
て
も
延
長
し
て
い
き
た
い
。 

問 

支
援
世
帯
数
は
何
世
帯
に
な
っ
た
か
。 

答 

対
象
１
２
６
世
帯
の
う
ち
、
申
請
は
５１
世
帯
。 

問 

被
災
者
の
対
象
住
宅
に
は
基
礎
支
援
金
を
支

援
す
べ
き
で
は
。 

答 

生
活
の
再
建
を
目
的
と
し
た
基
礎
支
援
金
は

考
え
て
い
な
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                

水
道
使
用
料
金
引
き
下
げ
を 

問 

平
成
２３
年
度
計
画
で
は
、
内
部
留
保
の
現
金
預
金

２６
億
円
、
実
際
に
は
３５
億
円
あ
る
。
平
成
２４
年
度
値

上
げ
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
部
留
保
は
更
に

膨
ら
む
可
能
性
も
あ
る
。
３５
億
円
の
財
源
を
使
用
し

引
き
下
げ
を
。
預
金
し
て
お
く
根
拠
は
。 

答 

水
道
事
業
の
資
産
は
２
５
０
億
円
程
度
、
安
定
供
給

施
設
整
備
、
大
災
害
の
発
生
時
の
資
金
と
し
て
必
要
。 

問 

緊
急
時
の
場
合
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

答 

独
立
採
算
で
や
っ
て
い
る
趣
旨
か
ら
、
原
則
的
に
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。 

そ
の
他
の
質
問 

◆
滞
納
世
帯
へ
の
水
道
の
給
水
停
止
は
や
め
る
べ
き
。 

◆
久
喜
市
の
学
校
給
食
運
営
方
式
は
、1

方
式
に
限
定
せ

ず
に
進
め
る
べ
き
で
は
。 

◆
栗
橋
イ
ト
ー
ピ
ア
地
域
の
歩
道
段
差
解
消
に
向
け
た

施
策
を
進
め
る
べ
き
。 

 

                  

木
村
と
も
の
り 

石田としはる 

 

 

 

 

栗
橋
地
域
の
「
あ
か
は
な
そ
ば
」
の
全
景 

そ
ば
祭
り
の
と
き
の
シ
ョ
ッ
ト
で
す 


